






③ センターの PR

センターの概要を掲載するとともに、場所がわかりにくいというご意見を踏まえ、写真入りの案

内ページを新たに作りました。

④ 研修会・講演会情報の充実

研修会・講演会を通じて、普及啓発をはかることは大切です。しかし、遠方の方やお忙しい職

場の方にはなかなかご参加いただけない実情もあります。そこで、当センター開催の研修会

等の情報や資料を可能な範囲で提供するようにしました。

⑤ 県内の社会資源情報をより詳しく

関係者からのアクセスの最も多かった社会資源情報（「こころのケアガイドブック」）を拡充しま

した。情報量を増やしただけでなく、各機関・団体へのリンクを設定して利便性を向上しました。

ホームページの利点を生かして、最新の情報をいち早く提供することも可能になりました。

さらに、利用者視点の改善を進めるべく、関係機関の方のご協力で、全国に68カ所ある精神保

健福祉センターのホームページを調査の上、改善の提案をいただきました。その提案も採用し、

他県のよいモデルも取り入れました。

４．評価と影響

今回の取り組みについては、率先実行大賞に応募し、評価者の方々から「利用者の視点で改善

している点がよい」「貯金という発想がユニーク」などの評価をいただきました。

また、以下のような影響（波及効果）もありました。

当初からの目標は、皆さんの「お気に入り」に“こころの健康センターホームページ”を入れてい

ただくことです。ぜひ一度センターホームページにアクセスしていただき、「お気に入りに追加」をお

願いします。

そして、今後もさらに工夫を続けながら「貯金」に努めていきます。ご意見やご感想、「貯金」す

べき有益な情報などありましたら、ぜひセンターにお知らせください。

○こころの健康センター・ホームページはこちらから http://www.pref.mie.lg.jp/kokoroc/hp/

・ 冊子版「こころのケアガイドブック」の改訂やセンター紹介パンフレットの全面見直し、掲

示板の改善など、情報収集・情報提供に関わる他の活動にも取り組みが広がりまし

た。

・ 一部の IT に詳しい職員だけがホームページに携わるのではなく、センターのホームペ

ージでどんな情報を発信するか、みんなで考えるキッカケとなりました。

・ ホームページに情報を「貯金」したことで、当センターへのお問い合わせに対する職員

の業務負担軽減にもつながりました。







「災害とこころのケア」その４ 「こころのケアの基本と平時の備え」

東日本大震災の発生から１年を迎えました。三重県でも大きな台風被害に見舞われました。こ

れまでこのコラムでは、災害がこころにおよぼす影響やそのケアについて、また災害救援者や子

ども・高齢者などの特別な配慮を必要とする人々へのケアについてもご紹介してきました。

最終回となる今回は、こころのケアの基本的な心構えと、地域精神保健福祉活動に携わる関

係者が普段から備えておきたいポイントについてご紹介したいと思います。

１．こころのケアの基本的な心構え

●被災者に接する７つのポイント

これまでも繰り返し述べてきたとおり、こころのケアは特別なことではありません。支援者は被災

者を助けるのではなく、被災者の自助を支えることが重要です。

連載コラム

１．支持的であること

被災者と接するときには被災者の現状を温かく受け入れ、変化をこちらから求めない支持

的な態度が大切です。

２．共感的であること

被災者に共感的であり、被災者を尊重することは当然のことです。温かい態度で接し、機

械的な態度やよそよそしい態度は慎むべきです。

３．純粋性（genuineness）・４．肯定的で判断のない態度

言葉と態度に裏表のない純粋性に基づいた関わりが重要です。被災者は無価値感や損な

われた気持ちでいっぱいになっていることがあるので、援助者は被災者を肯定的に受け止

め、被災者の現状を判断のない態度で接するようにしなければなりません。

５．被災者の力の回復

大切なのは被災者自身の力を回復させることです。

６．実際的であること

アドバイスやアイディアは実際的でなければいけません。できること・できないことははっき

りさせ、失望させないことが重要です。

７．守秘および倫理的配慮

被災者に対する守秘義務や倫理的配慮も必要です。





◆編集後記◆

あの未曾有の大震災から早いもので 1 年が経ちました。いや、被災された方の思いや復興に向

けた長い道のりを考えると決して「早く」はないのかもしれません。また、当地でも台風災害に見舞

われ、現地ではまだ復興道半ばです。

時代の転換期とも言われる厳しい現実を目の前にして、山積する課題に対して、誰のために、

何のために取り組んでいるのか、常に考えながらやっていくことが大事だと感じます。

今回ご紹介したホームページ改善の取り組みも、ささやかですが、そうした思いを実現するため

の第一歩だとご理解いただければ幸いです。

編集担当 技術指導課 樋口


